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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

請願人は、昭和56年、福岡市住宅供給公社から、東区松崎四丁目24番６号の土地及び建物（戸建て建

て売り住宅）を購入しました。 

請願人が同公社から前記不動産の引き渡しを受けた際、既に、前記不動産においては、隣地との間にブ

ロック擁壁が構築されていました。 

前記ブロック擁壁は、土圧に対する十分な強度を備えていなかったことから、徐々に隣地側に傾くよう

になり、その状況は平成19年ころには顕著なものとなりました。前記のような傾きについては現在も進行

し続けていて、このまま進行が続けば前記ブロック擁壁が倒壊する事態も十分に考えられます。 

このような事態に対し、同公社は、平成20年３月31日付公文書（福市住公第1217号「擁壁ブロックの

亀裂及び傾斜等に関して（回答）」）において、あたかも、前記ブロック擁壁は同公社が設置したものでは

ない、かのごとき記載を行いました。しかしながら、この記載が真実に反するものであることは、近隣住

民の証言（陳述書）及び当時の写真等からも明らかです。 

また、市長においても、平成23年７月11日付公文書（建指第262号「要望書への回答について」）にお

いて、あたかも、同公社が行った前記記載の内容を追認するかのごとき記載を行いました。この記載内容

が真実に反するものであることも、前記と同様です。 

以上のように前記各公文書において真実に沿わない記載がなされていることによって、請願人は、隣地

（横隣）住人等から、土圧に対する十分な強度を備えない前記ブロック擁壁を設置したのは請願人であっ

たかのような誤解を受けるなどといった重大な被害や苦痛をこうむっています。 

よって、以下の事項を請願します。 

 

１．福岡市住宅供給公社に対して、同公社が平成20年３月31日付で作成した公文書（福市住公第1217

号「擁壁ブロックの亀裂及び傾斜等に関して（回答）」）の記載内容を真実に沿うように適切に訂正す

ること。 

２．市長に対して、同人が平成23年７月11日付で作成した公文書（建指第262号「要望書への回答に

ついて」）の記載内容を真実に沿うよう適切に訂正すること。 
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